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同
好
會
報

◎
禽
費
割
引
磯
止
　
薪
命
町
員
敷
迎
の
意
味
で

過
去
敷
ケ
月
の
間
、
同
好
會
費
に
　
ケ
年
金
滲
圓
、

孚
ケ
年
金
論
叢
七
拾
銭
の
割
に
割
引
し
て
受
納
し
て

み
た
が
併
、
財
一
蹴
困
難
の
れ
め
、
改
め
て
、
山
山
月
よ
り

ば
嚴
密
に
一
ケ
留
金
滲
拾
銭
の
割
合
芒
す
ろ
o

O
ブ
レ
テ
ン
壁
刊
　
暫
く
中
絶
し
て
ゐ
六
本

會
襯
測
部
の
プ
ソ
テ
ン
に
綾
刊
さ
れ
る
こ
ミ
ぜ
な

り
、
去
胤
五
月
二
＋
五
日
第
四
＋
七
號
（
三
つ
の
新

彗
星
の
位
置
表
）
な
出
し
六
。

〇
五
月
例
會
　
去
る
五
月
＋
一
日
（
月
）
本
部
例

會
を
開
い
れ
。
會
揚
煙
大
學
集
會
所
の
部
合
悪
し

く
、
從
っ
て
大
霜
天
丈
蔓
内
に
叢
話
。
ま
つ
山
本
教

授
の
「
彗
星
の
話
」
あ
り
、
そ
の
後
暫
く
談
笑
Q
次
で

一
同
雨
眉
の
三
十
“
白
日
ン
チ
反
射
鏡
か
見
、
後
、
十

入
セ
ン
チ
赤
道
儀
で
土
星
か
観
望
し
た
。
i
大
阪

や
稲
知
山
や
大
津
あ
り
糞
り
か
ら
も
諸
藩
さ
れ
穴
會

員
が
あ
っ
負
Q

O
同
志
壮
支
部
例
曾
去
る
六
月
五
日
紳
學

館
盤
上
で
開
會
、
山
本
教
授
の
「
月
の
心
隔
」
電
い
ふ

　
　
　
　
　
づ

講
演
が
．
あ
っ
糞
。
集
る
者
四
十
名
ば
か
り
。

○
大
阪
支
部
総
曾
　
去
ろ
六
月
七
型
日
）

船
揚
小
感
校
で
開
催
）
午
後
三
時
か
ら
左
の
講
演
が

あ
っ
糞
。

　
　
太
陽
亡
其
魏
測
法
　
教
授
　
山
本
触
清
氏

そ
れ
か
ら
、
別
の
場
所
で
山
本
三
三
の
館
含
漱
迎
宴

准
早
い
れ
Q

　
同
支
部
は
今
後
毎
月
第
二
金
曜
日
日
没
暗
か
ら
船

籍
小
鷺
校
（
西
匠
安
土
町
二
丁
目
）
連
接
室
で
金
碧
開

催
の
こ
ヒ
に
決
定
。

　
又
、
同
語
蔀
で
に
今
般
上
島
、
内
海
茂
両
氏
に
支

部
幹
事
た
囑
托
し
穴
O
術
、
他
に
吉
岡
哲
夫
、
前
田

徳
二
郎
，
宮
森
作
造
宣
旨
も
從
前
通
り
支
蔀
幹
事
亡

し
て
諸
事
幹
旋
ぜ
ら
れ
る
。

○
神
戸
支
部
去
る
六
月
八
只
月
）
支
部
総
會

を
開
い
六
。
ま
つ
午
後
五
時
牛
よ
り
下
山
手
六
丁
目

の
青
年
會
食
堂
で
山
本
教
授
の
露
朝
臨
急
會
、
衣
で

七
時
雫
か
ら
別
室
で
講
演
會
開
催
、
山
本
教
授
の
「
タ

イ
ム
．
の
問
題
亡
グ
リ
ヰ
チ
天
文
　
憂
其
他
」
な
る
講
演

が
あ
り
、
其
の
後
、
三
浦
幹
事
ば
來
會
者
五
十
名
ば

か
り
に
同
好
會
の
紹
介
か
ぜ
ら
れ
穴
。

　
因
に
、
愚
盲
支
部
に
今
後
毎
月
第
二
月
曜
目
の
夕

刻
か
ら
青
年
會
館
圃
書
室
で
例
會
を
開
く
こ
ミ
に
決

定
。○

夏
期
講
習
會
の
諸
計
豊
　
同
好
會
の
各

地
詮
方
支
部
で
に
今
夏
天
骨
學
講
習
會
を
開
か
ん
電

計
了
し
て
み
る
所
が
多
い
。
其
の
中
、
ほ
ず
確
定
し

象
も
の
ば

岡
山
支
部
主
催
　
來
る
七
月
三
十
一
日
よ
リ
三
日

　
間
、
山
本
教
授
の
「
天
丈
學
の
歴
史
」

松
本
支
部
主
催
　
罵
る
八
月
中
旬
、
約
三
日

　
間
Q
山
本
講
授
出
張
の
筈
。
題
未
定
。

大
牟
田
支
部

高
水
支
部

右
何
れ
も
詳
細
ば
支
部
幹
事
に
問
合
匡
さ
れ
旨
い
。

0
簡
易
星
圖
改
版
　
既
の
電
器
は
手
輕
な
六

め
獲
刊
の
最
初
か
ら
飛
ぶ
や
う
に
載
れ
て
行
き
、
本

部
に
ば
幾
ら
あ
っ
て
も
足
り
な
い
程
で
あ
る
。
今
般

第
三
版
な
刷
つ
れ
が
、
此
の
機
會
に
可
な
り
内
容

が
改
ま
り
、
国
々
好
い
も
の
ぐ
」
な
つ
カ
。
　
（
一
枚
拾

銭
、
郵
逡
料
不
要
、
同
好
會
本
部
古
製
）

五
二

0
岡
山
支
部
五
月
適
信

一
、
例
會
。
ご
日
午
後
七
時
か
ら
岡
山
市
立
商
業
學

校
で
開
催
。

　
太
七
曲
の
光
　
　
　
　
　
　
　
山
ハ
高
教
授
宮
原
　

舶
郎
氏

　
理
科
年
表
に
つ
い
て
　
關
中
教
師
水
野
千
里
氏

二
、
講
演
會
四
日
午
後
二
時
か
ら
、
名
鳶
凧
員
守

屋
疏
美
雄
氏
御
郷
里
の
淺
ロ
郡
河
内
小
學
校
で
開

　
催
。
赤
道
ビ
中
緯
度
地
ぜ
極
ε
に
於
け
る
星
の
覗

　
蓮
動

　
大
熊
星
座
ぜ
小
熊
星
座

午
後
七
時
か
ら
再
開
。

　
星
座
の
話

　
天
髄
魏
測
　
　
　
指
導
者

三
、
天
界
研
究
會

宅
で
開
催
。

四
、
天
黒
藻
測
會

及
び
二
十
九
日
支
部
で
開
催
）

五
、
講
話
會
。

守
屋
荒
美
雄
氏

水
書
　
千
里
氏

水
野
　
千
里
氏

向
　
　
　
　
氏

九
日
午
後
七
時
か
ら
宮
原
幹
事

十
一
日
、
十
九
日
、
二
十
五
日

1
．
十
四
日
午
後
二
聴
か
ら
ミ
カ
ド
理
學
會
で

　
土
星
の
話
　
　
　
　
　
　
　
　
水
野
　
千
里
氏

　
太
陽
の
話
　
　
　
　
　
　
　
　
大
河
原
嘉
徳
氏

2，

O
十
一
日
午
前
九
畦
か
ら
岡
山
地
理
談
話
會
で

　
天
球
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
水
野
　
千
里
氏

山ハ

A
天
爵
幻
燈
　
　
十
山
ハ
日
盛
逃
附
十
一
時
か
ら
岡
一
山
　
縣

立
商
業
學
枝
で
開
催
、
水
野
幹
事
一
々
説
明
し
穴
。

七
、
観
測
部
員
水
野
幹
事
に
鍵
光
星
部
ε
太
陽
部
ビ

に
加
入
。

○
同
士
心
肚
支
部
　
　
去
ろ
六
月
十
五
日
再
び
例

會
開
會
（
料
れ
が
霞
台
期
の
最
終
會
。
）
山
本
教
授
の

「
宇
宙
の
構
造
」
ε
題
す
ろ
講
演
あ
り
。
後
茶
話
會
。

集
る
者
五
十
名
。



編
輯
室
よ
り

　
こ
ん
こ
の
號
の
編
輯
匡
誠
に
大
事
業
で
あ
っ
糞
。

な
が
い
前
か
ら
の
思
び
付
き
で
匡
あ
っ
カ
が
、
天
文

雑
誌
に
ば
重
要
な
毎
月
の
天
象
換
興
奮
の
大
擾
張
な

先
づ
こ
、
に
や
り
遂
げ
て
、
落
目
一
新
し
力
本
誌
准

見
る
こ
定
ば
、
編
輯
同
勢
者
の
み
な
ら
す
、
讃
者
の

方
々
に
も
同
感
者
が
多
か
ら
う
ぜ
思
ふ
。
今
ば
「
天

界
」
の
讃
者
も
い
ろ
一
で
、
こ
ん
ご
の
新
し
い
豫
報

欄
奄
全
部
活
用
し
て
下
さ
る
方
口
案
外
少
数
か
書
思

ふ
け
れ
ご
、
毎
號
か
う
し
六
も
の
た
載
ぜ
績
け
る
う

ち
に
に
、
だ
ん
ー
オ
警
備
も
分
っ
て
來
、
数
年
の

後
に
ば
此
の
．
ペ
ー
ジ
が
最
も
歓
迎
さ
れ
る
ぺ
ー
ツ
に

な
る
ビ
信
じ
ろ
。
一
大
き
な
こ
ε
眠
薬
ふ
や
う
だ

が
世
界
中
の
あ
ら
1
9
ろ
天
文
雑
誌
た
さ
が
し
て
も
、

旧
れ
ほ
こ
の
豫
報
欄
な
持
っ
て
る
る
も
の
ば
一
つ
も

無
い
。
コ
世
界
」
の
誇
り
で
あ
り
、
又
、
日
本
の
誇
り

で
あ
る
。

　
今
後
、
此
の
操
転
輪
は
、
全
部
、
同
妊
會
の
襯
測

蔀
に
新
設
さ
れ
敦
海
南
課
の
仕
事
に
な
ろ
。
加
勢
申

し
込
み
の
人
数
が
既
に
十
人
ほ
こ
も
あ
ろ
か
ら
、
差

し
當
り
、
不
自
由
匡
無
か
ら
う
ビ
思
ふ
が
、
し
か
し

爾
、
此
の
上
に
も
新
し
い
希
望
者
が
あ
れ
ば
撒
ん
で

迎
え
ろ
。

　
上
田
助
教
授
の
掩
蔽
描
書
法
匡
、
始
め
て
の
人
々

に
匡
難
解
か
も
知
れ
な
い
が
、
本
當
に
天
綴
好
き
の

人
に
に
喜
ば
れ
る
ε
思
ふ
。
こ
う
か
此
の
方
法
為
慮

用
し
て
、
各
地
で
見
え
る
毎
月
の
掩
蔽
為
計
算
た
す

ろ
人
が
多
く
出
て
貰
ひ
互
い
。
近
々
の
う
ち
に
、
札

幌
、
仙
壷
、
東
京
、
京
都
、
幅
岡
、
上
海
、
京
城
、

壷
北
あ
遷
り
で
、
そ
れ
ぐ
見
え
ろ
搾
蔽
の
計
算
を

誰
か
に
や
っ
て
頂
い
て
、
毎
月
の
本
誌
に
載
ぜ
れ
い

ミ
思
ふ
o
I
掩
蔽
の
現
象
ば
、
月
の
等
量
奄
硯
究

す
る
六
め
に
雷
謁
要
な
も
の
で
あ
ろ
が
、
畔
計
さ
へ
正

確
で
あ
れ
ば
、
八
セ
ン
チ
（
三
吋
）
ぐ
ら
み
の
望
蓮

鏡
で
も
潮
賭
し
得
ろ
。
時
刻
ば
無
線
に
よ
つ
て
容
易

に
受
信
t
得
る
今
日
の
噂
代
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
揺

蔽
な
ご
の
魏
測
も
專
門
家
以
外
に
向
く
や
う
に
な
っ

て
來
れ
ビ
も
考
へ
ら
れ
ろ
。

　
黒
熱
欄
の
大
立
張
に
俘
な
う
記
事
や
準
備
の
六
め

に
、
本
號
ば
豫
定
の
形
に
編
輯
す
る
こ
ぜ
が
出
來
す

何
も
か
も
棒
に
振
っ
て
了
つ
糞
。
し
か
し
最
早
，
段

取
り
匡
整
つ
乳
ん
だ
か
ら
、
次
號
か
ら
落
付
き
、
ま

つ
「
新
築
天
丈
量
記
念
號
」
な
手
始
め
に
、
い
ろ
〆
＼

ピ
、
内
容
の
充
實
な
司
り
れ
い
も
の
で
あ
ろ
。

　
本
號
の
編
輯
に
封
ず
る
讃
者
諸
氏
の
批
評
が
承
り

六
い
。同

好
會
ば
，
魏
測
都
に
も
種
々
興
味
あ
る
凝
測
が

報
昏
ゼ
ら
れ
ろ
Q
蘇
に
太
陽
黒
瀦
ば
今
金
國
に
五
六

人
も
活
躍
し
て
ゐ
ら
れ
る
こ
ぜ
ば
、
學
界
の
六
め
に

頼
も
し
い
。
か
う
し
た
結
果
存
近
い
う
ち
に
、
「
天

界
」
や
「
プ
ソ
テ
ン
」
に
獲
表
し
謡
い
Q

　
プ
ソ
テ
ン
匡
第
四
十
八
號
が
出
糞
。
此
頃
に
晴
れ

青
空
に
に
彗
星
魏
測
が
望
ま
し
い
の
で
、
彗
星
の
位

置
豫
報
が
プ
ソ
テ
ン
に
多
く
載
る
0
1
何
し
ろ
、

口
没
後
に
は
、
シ
マ
イ
ン
ぜ
、
リ
ー
ド
定
、
ナ
レ
キ

ス
ビ
、
テ
ム
ペ
〃
ミ
、
四
つ
の
彗
星
が
同
時
に
見
え

て
み
ろ
の
だ
か
ら
Q

　
心
機
　
止
口
　
　
十
一
セ
ン
チ
（
四
吋
遜
り
）
の
望
遠

鏡
奄
重
り
叩
き
人
あ
り
。
本
部
へ
申
込
ま
れ
カ
し
。

　
　
天
文
同
好
會

麟
麓
繍
鄭
員
縮
獺
響
騨
校
騰

欝
欝
鞘
辮
船
難
噸
総
鑛

蘂
灘
鞍
懸
翫
場
数
魏
職

蜘
製
欄
囎
軽
羅
士
　
水
野
孟

罐
叢
論
蝋
響
浮
薄
暇
三
七
講
善
一
騨

畏
野
麦
部
長
野
市
長
野
小
學
校
本
部
黒
岩
魁
一
郎

高
水
支
部
長
野
縣
上
高
井
郡
須
叛
小
輩
絞
宮
川
周
治

難
難
黙
騰
糠
繍

謝
隷
謝
皆
紅
靴
膿
灘
騒
瓶
罐

慧
難
鞠
聰
馳
朧
墜
　
辮
籔

上
海
支
部
上
海
昆
掃
山
路
義
豊
里
二
一
一
森
義
清

蕊
品
難
里
四
緑
翻
（
定
璽
｝
子
蕊
罎
郵
贋
金
五
厘
）

（號志翻

　
　
聖
護
院
局
私
書
國
第
十
一
號

　
　
　
　
（
京
都
帝
國
大
麦
天
白
肇
内
）

　
編
輯
覇
者
行
者
　
天
文
同
好

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
會

　
　
　
　
　
振
替
貯
金
大
阪
五
六
七
六
五
番

　
身
代
爽
者
　
　
　
　
山
　
本
　
　
「
　
溝

　
　
京
都
市
下
京
繊
西
洞
院
七
三
南
入

　
印
捌
所
　
内
外
出
版
株
式
會
従
印
捌
部

蜜
志
野
　
　
警
　
　
醒
　
　
耐

　
　
　
　
　
　
　
　
東
京
京
橋
銀
座
尾
張
町


